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全

学
区
別
次
の
六
チ
ー
ム
と
矛
ゐ

た
だ
し
金
木
は
本
町
涕
叩
心
に

こ
と
に
な
り
、
競
技
郁
脚
小
凰

〃
一
心
一
体
競
争
〃
や
”
〃
〃
｝
か

で
競
争
〃
な
ど
の
新
側
固
堤
加

え
た
ほ
か
、
団
体
ゲ
ー
ム
恥
諺
ゞ

く
し
、
全
町
民
の
楽
し
い
一
同

に
し
た
い
と
、
町
当
局
再
ば
毛

の
雌
備
に
ハ
リ
キ
ッ
て
い
る
。

逆
励
会
の
実
施
要
項
賦
藤
心
患

お
り
で
あ
る
。

動
会
は
学
区
別
と
し
、
表
ポ
ー
ー

ム
の
編
成
で
鏡
技
を
す
ず
紛
葡

鋼
五
回
ま
で
の
町
民
運
動
倉
は

町
内
部
落
別
に
十
六
チ
ー
ム
善

編
成
し
て
行
な
っ
て
き
た
か
、

①
チ
ー
ム
数
が
多
い
の
で
，
韓

技
の
進
行
が
思
う
よ
う
に
い
か

な
い
②
賀
格
測
定
や
採
点
す
為

の
が
難
か
し
い
、
な
ど
の
剛
附
‐

で
、
本
年
度
鯛
六
回
の
卿
殿
蝿

1

☆
回
町
民
運
動
会
に
③
い
て
協
顧
し
た
結
果
、
学
一
雇
碍
ぽ
阿
腫
腫
哩

☆
九
月
九
日
（
日
）
年
Ｔ
前
九
時
よ
り
芦
野
グ
ラ
ン
》
丑
①
睡
幟
凋
鄙
榔
斗
崎
浄
蝿
子

☆
ド
で
行
な
う
一
〒
と
に
き
ま
っ
た
Ｊ

三
一
千
五
百
勝
舗
寄
手
は
一
チ
ー
ム

楽
し
い
怖
青
の
祭
典
、
謹
議
禰
爽

一
チ
ー
ム
女
子
二
人
（
一
人

学
区
別
に
六
チ
ー
ム
を
新
編
成
五
十
８
、
男
子
二
人
（
一

人
筒
牌
）
の
計
閥
人
出
朔
。

血
回
ま
で
の
町
踏
迩
仙
禽
州
唯
川
を
Ａ
、
町
Ⅲ
醤
肝
と
二
つ
③
女
子
四
百
勝
リ
レ
ー
、
明
子

内
部
解
別
に
十
六
千
－
１
、
一
言
一
一
に
〃
け
あ
‐
八
百
脚
リ
レ
ー
は
一
チ
ー
ム

肌
し
て
行
な
っ
て
き
た
が
④
侭
水
峨
Ⅸ
Ａ
Ｉ
本
町
、
栄
町
一
川
人
ず
つ
で
、
女
子
は
一
人

チ
ー
ム
の
編
成’

一
チ
ー
ム
の
蝋
耐
寅
任
者
と
な
る

一
①
出
場
斑
絡
は
住
民
渓
に
登
録

↑
の
代
衣
掻
一
ナ
ー
と
人
と
し

さ
れ
て
い
る
者
で
、
学
生
生
徒

は
縄
め
ぱ
い
ハ
定
時
制
高
校
生

蝿
川
を
Ａ
、
西
側
を
Ｂ
と
二
つ

に
わ
け
る
。

①
金
木
蝋
〆
Ａ
Ｉ
本
町
、
栄
町

Ⅲ
町
、
州
新
町
、
川
道
Ⅲ

鯏
峨
鯏
叡
神
器
一

③
”
舵
水
峨
Ⅸ
Ｂ
Ｉ
寺
町
、
浦
町
屋

閏
野
町
、
新
附
町
、
若
睡
町

兇
飾
町
、
小
川
町
、
米
町
、

柵
町
、
川
鯏
町
、
三
軒
町

③
川
倉
γ
区
Ⅱ
膿
枝
、
川
倉

④
岬
田
学
区
Ⅱ
沢
部
、
蒔
田
、

神
原

⑨
崩
瀬
学
区
Ⅱ
班
瀬
全
地
域

⑥
刈
艮
胴
学
〆
Ⅱ
喜
良
市
全
地

成一
競
技
劉
剖
鋤
一
．

尚
洲
靭
ｕ
司
剖
唄
い
〕
・
年
令

は
満
年
合
と
す
る
。

③
出
場
回
数
は
《
人
一
靴
目
、

た
だ
し
リ
レ
ー
畦
制
限
し
な
い

④
採
点
は
一
位
諺
点
、
二
位
二

点
、
三
位
一
点
と
す
る
。
反
則

者
は
失
格
と
し
採
点
し
な
い
。

一
＃
一

ｂ
可
一
』
』
■
ｒ
〃
，

一一一

１
百
姪
Ｉ
副
剥
刈
野
一
画
牒
琵
通

る
。

④
行
函
協
力
委
員
の
伝
迷
リ
レ

ー
は
《
間
単
な
「
こ
と
ば
」

を
口
頭
で
リ
レ
ー
伝
達
す
る

競
技
で
、
再
子
女
子
と
も
一

人
五
十
勝
ず
つ
八
人
で
川
面

厨
を
走
る
。

⑤
男
女
年
令
別
混
合
リ
レ
ー
は

一
チ
ー
ム
女
子
四
人
（
一
人

五
十
牌
）
男
子
四
人
（
一
人

百
勝
）
計
八
人
で
六
両
腕
を

走
る
。

③
男
子
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
は
、

一
チ
ー
ム
四
人
で
百
厨
、
二

百
勝
、
三
百
牌
、
四
、
勝
の

順
に
走
る
。

⑦
む
か
で
瞳
争
は
、
一
チ
ー
ム

か
ら
男
女
一
組
ず
つ
出
娚
。

⑤
一
心
一
体
競
争
は
、
男
女
二

・
人
詞
細
司
、
湖
負
四
十
勝
、

手
つ
な
ぎ
三
十
勝
、
二
人
三

脚
三
十
腕
の
誹
向
牌
走
る
。

１
１
１
１
‐
一
豚
コ
レ
ラ
の
注
射

板
一
次
の
日
程
で
豚
コ
レ

ｎ
画
ヲ
の
予
防
注
射
を
実

作
大
施
し
ま
す
。

》
一
腔
唐
と
一
袖
洞
痙
細
川
郡
馴
嶮

時
田
、
神
原
六
日
Ⅱ
藤
枝

七
’
八
日
Ⅱ
川
愈
十
’
十
一

日
Ⅱ
酪
瀬
十
二
日
Ⅱ
中
柏
木

十
三
ｌ
ｒ
四
日
Ⅱ
呼
艮
巾

料
金
Ⅱ
大
豚
百
五
十
円
、
中
豚

百
円
、
小
豚
五
十
円

保
育
所
の
運
動
会

金
木
第
一
、
二
は
芦
野
グ
ラ
ン

ド
、
第
三
（
嘉
瀬
）
は
職
小
グ

ラ
ン
ド
で
、
九
月
二
冊
九
時
か

ら
、
母
の
会
と
共
雌
で
開
く
。
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ロ
叩
凸
椴
」
‐
づ
、
Ｄ
Ｐ
一
軒
顧
勿
‐

、

・
唾
．
ａ
也
奄
耐
勾
型
．

。
司
り
４

サ
キ

町
行
政
に
自
主
協
力
刺
日
北
新
町
‐
山
旧
文
次

石
川
谷
キ
ヨ
‐

委
員
長
は
山
中
武
太
郎
氏
小
川
一
区
Ｉ
池
田
喜
貞
、

富
美

小
川
二
区
Ｉ
新
岡
腿
一
、

町
自
治
行
政
を
円
柵
に
巡
営
し
副
委
員
踵
山
田
三
太
郎
ミ
チ
へ

町
民
の
福
祉
伽
上
を
は
か
る
た
全
‐
宮
崎
初
太
郎
米
町
１
湫
鳥
敏
雄
、
気
仙

め
、
そ
の
〃
柵
渡
し
〃
と
も
な
委
幽
Ｉ
〔
金
木
〕
白
川
滴
一
、
一
野
宮
い
せ

る
行
政
協
力
委
幽
の
委
嘱
発
令
小
山
内
市
男
、
泉
谷
良
次
郎
、
一
川
端
町
Ⅱ
津
脇
円
次
郎
、

を
こ
の
ほ
ど
全
部
終
ｒ
、
去
る
白
川
茂
吉
、
外
崎
栄
、
郡
恥
俊
む
つ

十
六
日
に
は
金
幽
を
招
姫
、
二
雄
、
山
田
三
太
郎
、
沢
田
久
太
寺
町
Ｉ
楠
美
留
三
郎
、
沢

十
二
日
に
糊
任
委
口
会
を
組
織
郎
、
工
藤
清
蔵
、
角
田
行
雄
一
シ

し
た
。
｜
〔
嘉
瀬
〕
山
中
武
太
郎
、
木
下
新
密
町
Ｉ
外
崎
栄
、
其
田

こ
の
行
政
協
力
委
員
会
は
男
子
利
一
、
棟
方
午
之
助
、
西
村
繁
一
丹
場
ミ
ツ
エ

七
十
三
名
、
蝿
人
百
十
名
の
計
夫
、
木
下
タ
ミ
、
山
中
カ
ョ
、
一
声
野
浦
町
Ｉ
沢
田
久
太
郎

百
八
十
三
名
で
組
織
さ
れ
て
い
成
田
ス
サ
、
松
川
カ
ッ
エ
ニ
ー
尾
キ
ヱ

蝿
”
柳
釧
筆
嘩
針
棒
狽
呑
華
曜
一
峰
鵡
極
岬
）
栫
雁
唯
嘩
娠
一
幸
一
沢
部
上
Ｉ
白
川
政
貞
、
横

せ

の
自
治
行
政
に
つ
い
て
は
ガ
ラ
田
イ
マ
、
今
キ
ネ
、
岡
田
き
わ
一
沢
部
下
Ｉ
白
川
清
一
、
白

ス
ば
り
で
い
き
た
い
。
し
た
が
ま

っ
て
委
口
各
位
に
は
、
町
の
行
◇
地
区
別
行
政
協
力
委
員
三
軒
町
Ｉ
白
川
勝
雄

財
政
の
実
態
を
、
町
内
の
摺
さ
金
木
地
区
今
．

ま
に
知
ら
せ
て
い
た
だ
く
だ
け
本
町
Ｉ
阿
部
鉄
雄
、
川
海
捨
キ
若
韮
町
州
剛
鵬
糎
城
概
酔

戸
｜

で
な
く
、
町
建
設
の
た
め
の
意
ゞ
栄
町
Ⅱ
山
田
三
太
郎
一
見
崎
町
Ⅱ
工
藤
弥
三
郎
、

緋
ゞ
ん
、
下
山
か
＊

見
や
希
望
が
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
田
町
Ⅱ
角
田
伊
三
郎
、

小
さ
な
こ
と
で
も
進
ん
で
申
し
二

一
蒔
田
上
Ⅱ
田
中
多
橘
、
田

で
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
南
新
町
Ｉ
西
村
信
雄
、
仲
奄
『
・
蒔
田
下
Ｉ
佐
藤
多
八
郎
、

ヨ
、

た
し
ま
す
。
ま
た
町
内
や
部
落
サ

の
会
合
に
は
、
要
剋
が
あ
れ
ば
川
道
町
上
Ⅱ
小
野
芳
雄
、
中
村
キ
サ
．

い
つ
で
も
出
府
い
た
し
ま
す
か
ミ
ワ
神
原
Ｉ
前
田
猛
美
術
、
前

ら
、
大
い
に
利
用
し
て
く
だ
さ
一
川
逆
町
中
Ｉ
角
田
行
雄
、
卵
中
一
一

ン
、
前
田
か
づ
子

い
』
と
挨
拶
の
な
か
で
述
べ
て

道
子
・
一
藤
枝
上
Ｉ
小
山
内
市
男
、

お
り
、
町
民
も
ま
た
、
新
し
い
川
近
町
下
Ｉ
田
中
又
四
郎
、
角
一
一

り
ね
、
坂
本
イ
ト

行
政
協
力
委
凸
の
活
動
に
大
き
田
イ
サ
一
藤
枝
中
Ｉ
工
藤
弥
十
郎
、

な
期
待
を
か
け
て
い
る
。
昭
和
町
Ⅱ
津
崎
金
太
郎
、
土
岐
一
イ
サ
、
燭
旧
き
な

新
行
政
協
力
委
凸
会
の
描
成
メ
・
タ
マ

神
明
一
区
１
石
戸
谷
秀
雄
、
石
一
藤
殿
下
刈
亟
躍
舜
諏
螂
、

ン
バ
ー
は
次
の
と
お
り

◇
行
政
協
力
常
任
委
員
会

」
磧
壗
・
聯
懸
郎
“
》
神
幽
聴
雛
聯
、
岬
一
噛
川
乱
鱸
鱗
州

ヨ
ー
魚
一
難
瞳
．
。
型
，
．
：
・
峰
『
“
．
、
γ
、

一
ｋ

』
綱
如
“
、
、
鴬
．
，

蕊
溌
惰
華
↑

口
甦
Ｄ
ｒ
Ｔ
Ｕ

ａ
心
今
，
や
Ｆ
－
６
ｆ
ｏ

。
ｐ
Ｄ
Ｂ

Ｉ
沢
田
久
太
郎
、

１
春
孟

一
凸
■
・

一
丸
Ｆ
一

り
？
》
一

言

１

－
６

１

白

け
■
Ｐ
叩
宇
』
▲』

令
ｒ
▽
一

も
伊
車
０
■
Ｐ

ゆ

“

１
日
ウ
グ

タ
写

。
■
Ｔ
Ｐ

Ｆ

■
国

↑

●
■
■

1

識織鍵撫蕊職"蝋職灘.■鰯~I174，鞭 Mk
41i刑

．＝冊ロー旦一凹

灘灘蕊蕊蕊
民主的でしかも自主性のある〃行政協力

委員制度〃にしたいという三上町長の就
任時の構想のもとに検討中だったが、去

る16日全委員を招集、全面活動を始めた

一
銀
娚
輔
艫
雰
郎
氏

弘

一
全
右

一
副
委
口
長
山
田
三
太
郎
氏

｜
班
委
員
挺
右
宮
崎
初
太
郎
氏

．
｜
三
⑱
Ｍ
Ｆ
ｐ
雪
醒
・
込
呵
ｒ
戸
令
一
．
‐
．
。
■
▼
』
公

男子73名婦人110名

川
介
林
町
Ｉ
白
川
徳
媒
、
中
谷
ノ
、
川
中
カ
ョ

き
よ
、
秋
元
サ
キ
下
派
立
Ｉ
沿
村
良
一
、
三
上
夕

川
、
向
道
Ｉ
秋
元
勇
次
郎
、
渋
ミ
、
鎌
田
タ
カ

谷
き
い
、
中
谷
た
け
》
中
派
立
Ｉ
坂
本
米
作
、
今
タ
マ

川
倉
女
坂
Ｉ
泉
谷
則
美
、
中
谷

工
膝
な
よ

・
は
ぎ
、
其
田
ふ
じ
え
↑
上
派
立
Ｉ
神
励
愚
、
犬
股
ツ
ワ

花
田
キ
ミ
ヱ

川
倉
轄
叩
鋤
郷
醒
浴
奉
職
郷
〆
一
上
新
町
Ｉ
黒
滝
粕
太
郎
、
阿
部

ミ
ワ
、
山
谷
ア
キ

川
倉
下
Ⅱ
工
藤
佐
一
郎
、
工
藤
ゞ

サ
ミ
、
泉
谷
は
つ
え
一
新
町
Ｉ
工
藤
淵
、
岫
海
か
子
、

鎌
田
ヨ
シ

大
東
ヶ
脈
到
直
訓
唯
捲
輻
高
柵
一
上
小
岬
梱
訓
誹
舩
鋤
に
郵
泌
魂

嘉
瀬
地
区
↑
下
小
栗
崎
１
棟
力
午
之
助
、
伊

上
中
柏
木
Ｉ
原
田
節
三
、
成
田
一
藤
ツ
ヤ
、
松
川
愛
子

下
中
柏
権
幟
画
榊
細
潅
渥
『
原
田
一
東
町
Ｉ
鈴
木
正
則
、
伊
藤
昭
江

藤
元
マ
リ

キ
サ
、
原
田
り
つ
一
後
町
Ｉ
沢
田
魁
次
郎
、
土
岐
エ

新
誠
町
訓
奄
崎
識
啼
幸
二
釧
海
ミ
ー
喜
良
市
地
区
シ
、
黒
川
キ
ャ

上
鍛
治
州
却
調
佃
峰
晒
郷
寿
雫
一
睡
鑑
癖
岬
州
隷
剖
蝿
拠
蹴
零
”

岡
ナ
ミ

州
僻
畑
恥
》
》
》
一
二
州
恥
岬
》
岬
》
鑑
》
峨
遇
州
釧

ノ
イ
マ

か
ね

剛
海
キ
ミ
ゑ

下
古
町
Ｉ
斎
藤
岩
次
郎
、
暇
海
北
本
町
Ｉ
伊
滕
式
里
、
岡
田
と

し

畑
中
１
土
峅
浄
縦
江
癖
蜂
赫
ナ
下
派
立
Ⅱ
小
野
柾
太
郎

斎
藤
サ
ョ
、
《
上
派
立
Ｉ
桑
田
清
太
、
伊
藤
ミ

ツ
ヱ

冷
水
Ⅱ
沢
田
幸
八
郎
、
沢
田
夕
南
本
町
Ｉ
今
健
佐
久
、
今
き
い

七
、
‐
秋
村
カ
ソ

上
柏
木
町
ｉ
今
竪
秀
、
古
川
ョ

車
町
Ｉ
木
下
利
一
、
江
良
セ
イ
ソ

子
、
太
下
キ
ヱ
下
柏
木
町
Ｉ
今
堅
次
郎
、
加
藤

キ
チ
ヱ

上
昭
和
伽
脚
立
滕
罐
雅
矛
柳
海
下
町
Ｉ
伊
藤
猫
之
古
、
古
川
マ

ツ
ヱ

下
昭
和
町
Ｉ
山
中
武
太
郎
、
浜

一
篭
一

画
ソ
ョ
、
山
中
チ
ヨ

昧
儘
慨
艤
醗
醗
嘩
臓
厭
剛
噸
汗
瞑


